
川崎港の取組みについて 

１．川崎港について 

（１）概要 

川崎港は、京浜港の中心部に位置し、南側は横浜港、北側は東京港に接している港であり、明治時

代から京浜工業地帯の一大拠点として発展してきました。市では、川崎港を臨海都市拠点として位置

づけ、立地などの優れたポテンシャルを活かした産業や物流の中心として国内外に貢献し続けていく

ために、持続的な発展を目指して様々な取組を進めています。

（２）川崎港の位置づけと本調査のねらい 

川崎港は、川崎市総合計画において臨港都市拠点に位置づ

けられ、物流の活性化や魅力・活力の向上を目指しています。

しかし、物流や防災に関する環境は充実している一方で、魅

力や賑わいは乏しい状況です。

市では、ハード面だけでなくソフト面の充実も含めた川崎

港の将来像を示す「（仮称）川崎港長期構想」の策定を進めて

おり、本調査は、川崎港における魅力向上策を検討するため

に行うものです。

（３）交通アクセス 

川 崎 市 総 合 計 画  

川 崎 港 ⾧ 期 構 想 （ 策 定 中 ）  
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（４）法的な位置づけ等 

❶ 港湾法 
港湾の秩序ある整備と適正な運営をはかるとともに、航路を開発し保全することを目的とする法律。

川崎港は、2011年改正法の施行により、国際競争力の強化を重点的に図る必要がある港湾として国

際戦略港湾に位置づけられています。
また、港湾緑地は、港湾の環境を向上させることを目的に、港湾で働く人その他一般人に対し、憩

いの場、スポーツの場を提供する港湾環境整備施設として定義されています。

❷ 都市計画法 
川崎港は、都市計画法に基づく臨港地区に指定されており、港湾法に基づく「川崎港の臨港地区内

の分区における構築物の規制に関する条例」により、商港区、工業港区、修景厚生港区の３つの分区

が設けられ、それぞれの分区の目的により構築物の建設や用途の変更には規制があります。

名称 目的 主な緑地 

修景厚生港区 景観を整備し、港湾関係者の厚生のための区域 東扇島東公園 

東扇島西公園

商港区 旅客または㇐般貨物取扱のための区域 東扇島北公園 

東扇島中公園 

ちどり公園 

工業港区 工場その他工業用施設を設置させるための区域 大川町緑地 

❸ 基幹的広域防災拠点 

東扇島東地区は、政府による「都市再生プロジェクト第一次決定」を受け、災害時に広域あるいは

甚大な被害が発生した場合の応急復旧を行う物資の供給拠点等となる「基幹的広域防災拠点」として
整備されました。平常時には、人々が憩う都市空間として活用されています。

東扇島東公園 



２．川崎港におけるこれまでの取組みやイベント等 

（１）港湾緑地等 

東扇島東公園 
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（２）主な川崎港振興事業 

❶ 川崎みなと祭り 

川崎港の使命と現状について市民及び港

湾関係者の理解を深め、川崎港に対する親近

感を高めるために、年に一度、港を挙げて開

催する祭典です。

ステージ企画やバザール、海上保安庁の巡

視船一般公開等のほか、ちくさんフードフェ

アやビーチバレーボール川崎市長杯が同時

開催されるなど、当日は東扇島がお祭りムー

ド一色に染まります。

○ステージ企画 

○市民クルーズ

○巡視船等の㇐般公開

○はだし運動会 など 

❷ 工場夜景 

工場のプラントや煙突が照らされた「工場

夜景」を新たな観光資源として捉え、取り組

みを行っています。東扇島公園などの沿岸部

から見られるほか、屋形船やバスから眺める

「川崎工場夜景クルーズ」「工場夜景バスツ

アー」等を定期的に開催しています。

○はとバスツアー（東京駅発着） 

○川崎工場夜景クルーズ（川崎発着） 

○全国工場夜景サミットの開催 

○工場夜景フォトコンテスト等連携事業 



３．ヒアリング希望事項 

 本事業は、市民や港湾で働く方たちにとっての魅力を高め、川崎港への満足度や認知度の向上を図る

ことを目的として、その方策について取りまとめる予定です。

 以下の内容を中心に、民間参画に関するご意見・ご提案をお聞かせください。

○ 港湾緑地の有効活用 

  施設整備の有無を問わず、港湾緑地が市民や港湾で働く方たちにとって、より有意義に活用できる

アイデアや実施上の課題についてお聞かせください。

  ■ 飲食店の出店、特徴的なイベント開催、新たなサービスの提供、移動手段の拡充 など

○ 効果的な情報発信

  川崎港の認知度や利便性を向上させるための有効な情報発信のあり方について、手段や内容に関す

るアイデアや実施上の課題をお聞かせください。

  ■ 効果的な SNSの活用方法、利用者が知りたい・わかりやすい情報発信内容 など

○ 港湾施設の活用や立地企業と協働した新たな魅力向上施策

  工場夜景ツアーや観光船・クルーズ船の寄港など、港ならではの魅力向上策について、アイデアや

実施上の課題をお聞かせください。

川崎市港湾局誘致振興課 賑わい担当

連絡先 TEL：０４４－２００－３７９１ E-mail:58yuuti@city.kawasaki.jp 


